
    ◎ 心を豊かにし、思いやりの気持ちをもとう。 

   ○ 自ら学び、深く考えよう。 

   ○ 強い意志と、健康な身体をもとう。 

○ 協力して集団の質を高める努力をしよう。 

  【 教育目標 】 

                    

 

令和７年６月２日 

発行（責任者） 

世田谷区立 

尾山台中学校 

校長 永野 祥夫 

 

「尾山台中学校に来て１年」 副校長 榎本 直輝 

 ６月１７日で尾山台中学校に来てちょう

ど一年になります。ここまで、先生方や

PTA、保護者の方々にはとてもお世話にな

っています。最近では、生徒の方から声を

かけて来てくれる機会も多くなり、とても

うれしく思っています。 

 新年度を迎えて、尾山台中学校が良いな

と思ったところを２つ紹介します。１つ目

は、学校長が学校経営方針にＳＤＧｓを自分事のようにすると掲げましたが、それに対してい

ち早く反応したのが、進路指導主任の中嶋先生でした。即座に資料を作成し、全体に周知した

姿はとても頼もしかったです。２つ目は、体育祭係会の生徒の取組です。どの係も体育祭に向

けて一生懸命話し合っていて、体育祭への意気込みが十分に伝わってきました。尾山台中学校

として、誇れる出来事でした。 

 ５月１６日（金）に視聴覚室にて、第一回学校関係者評価委員会

が行われました。今年度も、委員長は東京都市大学の井上健教授に 

お願いしました。学校関係者評価委員会とは、学校の様々な取り組

みを第三者の目線でみていただき評価をしていただきます。その

際、アンケート等で得られたデータを使うことがとても重要になっ

てきます。 

今回は、新規の委員が４名もいることからデータの正しい見方を

ご教授いただき、年末に行われるデータの作業に向けて委員一人ひ

とりが真剣に取り組んでいました。なかなか、学校関係者評価委員

会について知る機会は少ないと思いますが、尾山台中学校のために

動いていてくれる方々がいることを是非知っておいてもらいたいと

思います。 

 また先日、学校関係者評価委員会の打合せのために井上委員長の

研究室にお邪魔しました。井上委員長とは打合せの合間に生成 AI

のお話をしてくださり、これからの学校と生成 AI の在り方を考え

させられました。とても勉強になり、まだまだ吸収できるものがたくさんあると実感しまし

た。少しでも尾山台中学校に良いものを届けられたらと思います。 

◆ 尾山台中学校の日常生活～副校長の目線から～ 

◆ 第一回 学校関係者評価委員会について   

井上 健 委員長 

学校関係者評価委員会の様子 

説明している中嶋先生 体育祭 係会の様子 



令和７年度 修学旅行スローガン 

『 覗いてみよう、先人達の昔の記憶 』 ～ 君と奈良、京都いう日を忘れない ～ 
新緑の時季を過ぎ、だんだんと夏の気配が感じられるようになってきた５月の下旬、３学年は

２泊３日の日程で、歴史と文化の宝庫である奈良・京都へ修学旅行に行ってまいりました。 

今回の修学旅行のスローガンを達成させるために、中学校最後の宿泊行事を学びとよき思い

出にあふれた充実の行事にしていこうという生徒の思いが込められています。 

 スローガンを達成するため、生徒は出発前から入念に事前学習や準備を重ね、この修学旅行を

通じて、日本の伝統文化に触れ、仲間との絆を深め、かけがえのない学びと感動を経験しました。 

【１日目：品川駅～平等院・法隆寺・奈良公園】 

始まりは、日本仏教の聖地として知られる奈良です。最初の訪

問地は貴族たちの休息地として有名な宇治の平等院。当日の天

気は曇りでしたが、広大な池の上に浮かぶ鳳凰堂に生徒たちも

１０円硬貨と見比べながら、その美しさに感動していました。 

次に向かったのは日本最初の世界遺産に登録された法隆寺。

五重塔の美しさに感嘆の声をあげたり、釈迦三尊像や玉虫厨子

などの国宝の繊細さに見入ったりと、日本の仏教美術の奥深さに触れることが出来ました。 

 午後には超国宝展が行われている奈良国立博物館と奈良公園

にて班行動を行いました。鹿せんべいを手にすると、たくさんの

鹿が寄ってきて、戸惑いながらも、次第に慣れて鹿たちと楽しそ

うに戯れていました。東大寺南大門など歴史的建造物を背景に

鹿と写真を撮るなど、奈良ならではの貴重な体験となりました。 

【２日目：京都班別行動】 

奈良公園の東大寺の見学からスタート。古都京都での班別自主研修です。生徒たちは事前に綿

密な計画を立て、それぞれの興味関心に基づいて京都市内を巡りました。 

宿舎での夕食には、すき焼きをいただきました。生徒た

ちは部屋ごとに協力しながらすき焼きの具材を鍋に入れ、

友人たちと今日の出来事を語り合いながら、にぎやかな時

間を過ごしました。 

また、体験学習として、湯呑やマグカップに絵付けを行

いました。実際に手を動かして、日本の伝統文化の技術や

繊細さに触れる貴重な機会となりました。 

【３日目：京都市内タクシー行動】  

貸し切りタクシーを利用して京都市内の見学をしました。事前に決めたコースを班ごとにタ

クシーで効率よくめぐることができ、様々な見学場所を訪れることができました。 

３日間の修学旅行を終え、生徒は大きな達成感と、一回り成長した

姿で学校に戻ってきました。この修学旅行は日本の歴史や文化を肌

で感じ、教科書だけでは学ぶことのできない貴重な経験を積むこと

ができ、さらに、班行動や集団生活を通して、仲間と協力することの

大切さや、自主的に行動することの難しさ、そして何よりも、ともに

笑い、語り合ったかけがえのない思い出を築くことができました。 

 修学旅行で得た学びと経験は、今後の学校生活や進路選択においても大きな糧になることで

しょう。この経験を胸に、学校生活もより一層充実したものにしてくれることを期待しています。 

◆ 第３学年 京都・奈良方面「修学旅行」を終えて 修学旅行主担当：松山 創大 

平等院 

奈良公園 シカに追われる 

清水寺 班行動 

二条城 ﾀｸｼｰ行動 



６月７日（土）の体育祭に向けて、５月１９日（月）より本格的に練習が始まりました。 

今年度は、個人種目の内容を一部変更し、障害物走の代わりに全校生徒による大縄跳びを導入

します。体育の授業や学年練習の他に、昼休みの２０分間を利用して体育祭の昼練習をしていま

す。練習時間を確保しようと、一人一人が協力し、給食準備が今ま

での時間の半分になり、とても早くなりました。クラス全員の気持

ちを揃えることやお互いに声を掛け合うことなど、クラス一丸と

なって取り組むところが見所です。 

学年によって人数に差はありますが、３年生は後輩たちに「負け

られない」と言う思い、１・２年生は３年生に「追いつき追い越せ」

という思いで練習しています。Ｋ組は、みんなで何回跳べるのか限界に挑戦しています。 

２分の合計回数で競います。学年ごとの対抗にはなりますが、全１０クラスの中で一番合計回

数の多いクラスはどこになるのか、今からとても楽しみです！ 

今年の学年種目は、１年：お助け綱引き、２年：巨大台風の

目、３年：大ムカデになります。 

また、生徒会種目では「クラス対抗玉入れ合戦」になります。

先生方も参加します。 

今年も学校長による白バイセレモニーがあります。美術部

の生徒がカラーニングしていますので、当日の仕上がりとクラス旗も是非お楽しみください。た

くさんの保護者や地域の方のご来場をお待ちしております。 

５月１９日（月）の生徒会朝礼で、生活委員より今年度のカジュアルデーの実施について説明

がありました。 

昨年度まで土曜授業の際に行っていたカジュアルデーですが、今年度より毎月第１水曜日に

実施することになりました。カジュアルデーは、「中学生らしい、安全面・健康面について学校

生活に支障がない服装を自ら考え、着用する日」として本校で設定されているものです。 

昨今、多様性を重視する取り組みや動きが多くみられるようになりました。将来の進学先や就

職先で、自分で服装や身だしなみを判断する場面が増えてくるでしょう。そんな時、その環境に

適応していく姿勢は、集団における信頼を得ることにも繋がってくるはずです。 

集団で生活する上で、自分基準ではなく周囲に配慮する力を育み、気持ちよく学校生活を送り

ましょう。 

≪生活委員が提示しているカジュアルデーの約束を紹介します！≫ 

・アクセサリー類は禁止 

・人の気持ちを害するものは禁止 

・タンクトップなど露出の多いものは禁止  

・頭髪は普段の学校生活に準ずる 

・標準服やジャージ、部活がある人は部活着でもよい 

・清潔感のあるもの 

 

 月に１度しかないカジュアルデーです。考える力を養う大切な機会にしていきましょう。 

◆ 生徒会朝礼 カジュアルデーの実施について 生徒会担当：穂川 清美   

◆ 体育祭の見どころや昨年からの変更点について 体育祭実行委員長 新妻 佳奈恵 

大縄跳び 練習 

２年 巨大台風の目 

カジュアルデーの日の様子 



 


